人 1 呂 の.， 



斎 藤茂吉 



人 麿の 妻 は、 万 葉の 歌から 推しても、 二人 だとい ふ 

説が あり、 三人 だとい ふ 説が あり、 四 人 だとい ふ 説が 

あり、 五 人 だとい ふ 説が ある。 今次に 可能の 場合 を 記 

載しながら、 決定して 行き、 先進の 説を附 載す るつ も 

りで ある。 

一 軽 娘 子。 人 麿が、 妻が 死んだ 後 泣 血哀慟 して 

作った 長歌、 ((巻、 ニニ 〇 七、 二 一 〇、 ニー 三)) の は 

かる みち 

じめ の 歌に、 『軽の 路は 吾妹 子が 里に しあれば、 …… 吾 

かる いち 

妹 子が 止まず 出で 見し 軽の 巿に』 と あるので、 仮に 人 

麿考の 著者に 従って かく 仮名した。 この 長歌で 見る と、 

秘かに 通って ゐ たやうな こと を 歌って ゐ るが、 此は過 



去 を 追懐して 恋愛 初期の 事 を咏ん だ、 作歌の 一 つの 手 

段であった のか も 知れない。 

\J うつせみ 

二 羽 易 娘 子。 長歌の 第二に、 『現 身と 念 ひし 時 

に 取 持ちて 吾が 二人 見し』 云々、 『恋 ふれ ども 逢 ふよし 

は * かひ 

をな み大 鳥の 羽 易の 山に』 云々 とあって、 羽 易の 山に 

葬った 趣の 歌で あるから、 これ も 人 麿考の 著者に 傚つ 

て 仮に かう 名 づけた。 この 長歌に は、 『吾妹 子が 形見 

に 置け る 若き 児の 乞 ひ 泣く 毎に』 云々 とあって、 幼児 

を 残して 死んだ やうに 出来て ゐる。 それ だから、 この 

羽 易 娘 子と 軽 娘 子 は 別々 な 人 麿の 妻 だと 考 へて ゐる論 

者が 多い。 けれども、 人 麿が 長歌 を 二様に 作り、 第一 



の 長歌で は 遠い 過去の こと、 第二 は 比較的 近事の こと 

を咏ん だとせば 解釈が つくので、 此は 同一人 だと 考へ 

て も 差 支ない と 思 ふ。 

三 第二 羽 易 娘 子。 第三の 長歌 (或 本 歌 曰) は 第 

二の 長歌と 内容が 似て 居り、 『吾妹 子が 形見に 置け る 

みどりご な 

緑 児の 乞 ひ哭く 毎に』 と 云って 幼児の 事 を咏ん でゐる 

が、 違 ふ 点 〔# 「違 ふ 点」 は 底本で は 「遠 ふ 点 匕 は、 『現 

身と 念 ひし 妹が 灰に てませば』 とい ふ 句で 結んだ とこ 

ろに ある。 賀茂真 淵 は、 以上の 三 娘 子のう ち を 二人と 

考へ、 軽 娘 子 を 妾と 考へ、 羽 易 娘 子 を 嫡妻と 考 へた。 

そして 羽 易 娘 子と 第二 羽 易 娘 子 を 同一人と 看做し、 そ 



れが 嫡妻で 人 麿の 若い 時からの 妻 だら うから、 この 妻 

の 死 は、 火葬の はじまった、 文武 天皇 四 年 三月 ((文 式 

紀に、 四 年 三月 己 未、 道 昭和 尚 物 化。 時 七十 有 二、 弟 

子等 奉 レ遺火 一一 葬 於 粟原 一。 天下 火葬 従レ 此而始 也)) 

以前で、 未だ 火葬の 無かった 頃と 想像せられ るから、 

『灰』 字 は 何 かの 誤 だら うと 云った。 それに 対して 岸 

本 由 豆 流 は、 『何 を もて 若き ほどの 事と せらる るに か。 

そ はこの 妻 失し 時 若 児 ありて 後に また 依 羅娘子 を 妻と 

せられし 故なる ベ けれど、 男 はたと へ 五六 十に 及たり 

とも子 を も 生せ 妻 を もめと る 事 何のめ づ らしき 事 か あ 

らん』 ((万葉集 改証 第二 卷三ニ 一 頁)) と駁 して ゐる。 



放 証の 説 を 自然と 看做して 其に 従 ふとせば、 以上の 三 

娘 子 を 同一人と 考 へて 差 支ない。 ((なほ、 火葬の 事。 

灰 字の ことにつ き 木 村 正 辞、 井上通泰の 説が あるから、 

別な ところに 記して 置いた。)) この 事 は 山 田 博士 も、 

『余 はこれ は 一 人の 妻の 死 を 傷める 一 回の 詠な リと信 

ず』 ((講義 巻 第二)) と 論断して ゐる。 そして この 人 麿 

の 妻の 死 を 文武 四 年 三月 以後 ((仮に 文武 四 年)) とし、 

それから 依羅娘 子を娶 つたと し、 人 麿の 死 を 和 銅 三年 

三月 ((寧 楽 遷都)) 以前で、 仮に 和 銅 二 年 だとせば、 

その 間 和 銅 二 年 迄 九 年の 歳月が あるの だから、 依羅娘 

子との 関係 も 理解が 出来、 石 見 娘 子 ((即ち 依羅娘 子)) 



と 別れた 時の 長歌に、 『玉藻な す 寄り 寝し 妹』 とい ひ、 

『さ 寝し 夜 は 幾 だ も あらず』 とい ふ 句が 理解 出来る の 

である。 和 銅 二 年 を 人 麿 四十 七 歳と 仮定 すれば 依羅娘 

子を娶 つたの は慶雲 元年 あたりで 四十 一 一歳 位で でも あ 

つた だら うか。 依 羅娘子 は 歌 も 相当に 作った 女で あつ 

た。 代 匠 記、 依羅娘 子が 人 麿と 別る る 歌の 処に、 『人 麿 

の 前 妻 は 文武 天皇 四 年 以後 死去と 見えたり。 (中略) 

然れば 此妻は 大宝慶 雲の 間に 迎 へられ たるべし』 と あ 

るの は 期せず して 慶雲 元年 頃の 愚案と 略 一 致した。 

四 石 見 娘 子。 人 麿が 石 見 国から 妻と 別れて 上り 

来る 時 詠んだ 長歌が 三 首 ((巻 二、 一三 一、 一三 五、 一 



三 八)) と 反歌が 合せて、 六 首 ((巻 二、 一 三 二、 一 三 

三、 一 三 四、 一 三 六、 一 三 七、 一 三 九)) 載って ゐる。 

歌の 内容が 少しづつ 違 ふが、 これ を 同一 の 女と 看做し、 

石 見に ゐた、 即ち 人 麿と 一 処に 住んで ゐ たの だから、 

仮に 便利の ため 石 見 娘 子と 名 づける。 長歌 を 見る と、 

『 玉 藻な す 寄り 寝し 妹 を 露霜の おきてし 来れば』。 或は、 

ふかみる も ね いく 

『靡き 寝し 児 を 深海 松の 深めて 思へ ど さ 寝し 夜 は 幾 だ 

も あらず』。 或は、 『玉藻な す 靡き 吾が 寝し 敷 妙の 妹が 

抉 を 露霜の 置きて し 来れば』 云々 と 詠んで 居り、 石 見 

ではじめて 情交 をな した 女の 如くに も 見える し、 或は 

同行した とも 考 へられる が、 当時の 官吏な ど は 妻 を 連 



れて 行かぬ のが 普通であった だら うか。 この 女に 就い 

て はな ほ考 弁の 説が 参考になる だら う。 

五 依羅娘 子。 右の 人 麿の 歌の 次に、 柿 本 朝臣 人 

麿の 妻 依 羅娘子 人 麿と 相 別る る 歌と して、 『な 念 ひと 

君 はいへ ども 逢 はむ 時い つと 知りて か 吾が 恋 ひざら 

む』 (巻 二、 一 四 〇) が 載って 居り。 また、 人 麿が 石 見 

で 死が 近づいた 時に、 『鴨 山の 磐 根し 纏け る 吾 を かも 

知らに と 妹が 待ちつつ あらむ』 (巻 二、 一 一 二三) と咏 み、 

よさみ 

その 歌の 次に、 人 麿が 死んだ 時、 妻 依羅娘 子の 作れる 

歌 二 首と して、 『今日 今日と 吾が 待つ 君 は 石 川の 貝に 

(一 に 云 ふ 谷に) 交りて 在りと いはず や も』 (ニニ 四)。 



ただ あ ひ しぬ 

『直の 逢 は 逢 ひかつ まし じ 石 川に 雲 立ち 渡れ 見つ っ傯 

ばむ』 (ニニ 五) とい ふの が 出て 居る。 人 麿の 長歌で 見 

ると、 新たに 情交 を 結んで まだ 間 もない 女で も ある や 

うだが、 その 次に、 『な 念 ひと』 の 歌が 載って ゐ るから、 

いは みのをと め 

この 万 葉の 記載に 拠る とせば、 第一 の 石 見 娘 子 (従 便 

よさ みのをと め 

利 名) と 依羅娘 子と は 同一人 だとい ふこと になる。 そ 

して 石 見で 得た 妻 だとい ふこと になる。 それから、 人 

麿が 死んだ 時に、 依 羅娘子 は 京師に 止まって ゐ たやう 

に 賀茂真 淵 等が 考 へて 居り、 古義、 考弁、 樋 口 氏 等 も 

さう 考 へて ゐる。 そして 此説は 絶 待に は 否定し 難いけ 

れ ども、 万 葉の 歌 を 見れば 必ずしも さう でな く、 娘 子 



とになる。 真 淵の 依 羅娘子 観に は 或 程度まで 同情せ ね 

ばなら ぬ 点が あるが、 人 麿が 石 見に 行き、 京に 妻 を 残 

おも ひめ 

して 置いて、 直ぐ 妾 を 得た とい ふの もどう かとお も 

ふし、 特に、 山 田 孝 雄 博士の 説に 従って、 妻と いふ 字 

は 嫡妻に 用ゐる もの だとせば ((講義 巻 第二))、 やはり 

石 見 娘 子 • 依 羅娘子 同人 説の 方が 自然で ある。 

六 巻 四の 人 麿 妻。 卷四 (五 〇 四)、 柿 本 朝臣 人 麿 

の 妻の 歌 一首の 妻 は 誰か。 不明 だが、 代 匠 記で は、 は 

じめ の 妻と 考 へて 居る。 さて、 そのほかに、 贈答の 恋 

歌 を 咏んだ 程度、 或はい ひわた つた 程度の もの はこれ 

は 幾人あって もい いので、 古義で もまた 岡 田 正 美 氏 も 



さう 考 へて ゐる。 柿 本 朝臣 人 麿 歌集 出と いふの の 中に 

は 恋歌が 可な リぁリ ((巻 九、 一 七 八 二、 一 七 八 三 参照))、 

その 中に 実際の 人 麿 作 も あり 得る とせば、 以上の 二人 

の 妻の ほかに 幾人 かの 恋人が ゐ たものと 想像して かま 

はぬ ので ある。 人 麿の 妻に ついて 先進の 考を 次に 列記 

する 

人 麿 勘 文に 云。 『人 麿 有 一 一両 妻 一。 其 故 者 石 見 国依羅 

娘 子者已 為一 一 後家 一。 妻 死 之 後 泣 血哀慟 作歌 者 別 妻。 

然而此 万 葉四卷 作歌 者 両人 之 中何婦 乎。 付 詠歌 者依羅 

娘 子歟、 尚又 不審』。 



これ は 二人 説 だが、 一人 は 依羅娘 子、 一人 は 軽 娘 子 

(羽 易 娘 子) で、 巻 四 人 麿 妻 は そのうちの いづれ だら う 

かとい ふので ある。 これ は 私 等の 説と 合致して 居る。 

代 匠 記に 云。 『人 麿に 前後 両妻 あり。 石 見に て 別 を 

惜 みし 妻 は 後に 呼び 上せて 軽の 巿 辺に 置く か。 巻 二に 

人 麿 妻の 死 を 悼て 作れる 歌 多き 中に 第一 の 歌に 見えた 

リ。 第 四に 此 妻の 歌 一首 あり。 姓名 をい はずして 人 麿 

妻と いふ は此 人な リ。 後の 妻 依 羅娘子 也』 云々。 これ 

も 二人 説 だが、 石 見 娘 子 • 軽 娘 子 • 羽 易 娘 子 . 卷四人 

麿 妻が 皆 同 一で 一人。 他の 一 人 は 依羅娘 子と いふ 説で 



賀茂真 淵、 万葉考 別記に 云。 『人 まろが 妻の 事 はい 

とまど はしき を、 こころみに いはんに、 始め 後 かけて 

は 四 人 か、 其 始め 一 人 は 思 ひ 人、 一 人 は 妻な りけん を、 

共に 死て 後に、 又 妻と 思 ひ 人と 有しなる べし、 〔(始め 

二人の 中に、 一人 は 妻な リ、 後 二人 も 一人 は 妻な りと 

見 ゆ、 然る を惣て 妻と 書し は 後に 誤れるな らん、 石 見 

に 別れし は、 久しく 恋し 女に 逢初た る 比 故に、 深き 悲 

みは 有 けん、 むかひめ は むつまじ さ ことなれ ど、 常の 

心ち に は、 かりそめの 別 を、 甚 しく 悲しむべく も あら 

ず)〕 何ぞ とい はば、 此 巻の 挽歌に、 妻の 死 時いた める 

歌 二 首 並 載た るに、 初 一首 は 忍び 通 ふ ほどに 死た る を 



悲む なり、 次の 一 首 は 児 ある 女の 死を悲 むめれば、 こ 

はむか ひめな りけん、 (これら は 石 見の 任より いと 前 

なり) かくて 後に 石 見へ まけて、 任の 中に 京へ 上る 時、 

妻に 別る とて 悲しめる 歌は考 にい ふが 如し、 然れ ども 

考る にこ は 妻と いふに は あらで、 石 見に て 其 頃 通 ひ 初 

し 女な らん、 其 歌に、 さぬ る 夜 はいくば くも あらで は 

ふったの 別し 来れば とよみ たれば なり、 又 其 別れの 歌 

についで て、 人 麻 呂カ妻 依 羅ノ娘 子、 与 一一 人麻呂 一別 

時ノ 歌と て、 思 ふなと 君 はいへ ども あはん 時い つと 知 

のせ つい よれ 

て か 吾 こひざらん とよみし は、 載し 次で に 依ば、 かの 

石 見に て 別れし は 即此娘 子と すべき を、 下に 人 まろの 



石 見に 在て 身 まからん ずる 時、 しらず と 妹が 待つつ あ 

らんと よみ、 そ を 聞て かの 娘 子、 け ふけ ふと わが 待 君 

とよみた る は、 大和に 在て よめる なれば、 右の 思 ふな 

と 君 はいへ どもて ふ は、 石 見に て 別る るに は あらず、 

こ は 朝 集 使に て かりに のぼりて、 やがて 又 石 見へ 下る 

時、 むかひめ 依 羅娘子 は、 本より 京に 留 りて 在 故に か 

くよ みつらん、 〔(国の 任に 妻 をば ゐて ゆかざる も、 集 

中に 多し、)〕 あはん 時い つと 知て かとい ふ も、 かりの 

別と 聞えざる なり、 然れ ばかの 妻の 死て 後の 妻 は依羅 

娘 子なる を、 任に は ゐてゅ かざりし ものな り、 人 まろ 

遠き 国に 年 ふれ ど、 此娘子 他に も よらで 在 けん も、 か 



その 時 大和に 残って ゐ たので ある。 右の 如くに 真 淵 は 

解釈して ゐる。 真 淵の この 解釈 は、 人 麿の 歌の 内容 か 

ら 推測した ところが 多い。 併し 歌に は 言葉の綾が ある 

ので、 直ぐ その 儘 伝記に ならぬ 点が ある。 

石 田 春 律 云。 『(古人) 依羅娘 子。 此御 方ハ柿 本人 丸 

朝臣 三人 目ノ 後妻 ナリ。 和歌 ノ達 人世 二 其 名高 シ。 遂 

二 本妻 ト ナザレ、 都へ 召レ 上レ、 饒速日 命 十四 世ノ孫 

依 羅蓮ノ 養女 トナ リ、 義父 ノ名ヲ カタ トリ、 右ノ 御名 

付ル ヨシ。 其 頃 人丸ハ 天皇 ヲ始メ 女御 皇妃 二 交 リ歌ノ 

御師ナ レバ、 其妻モ 同様 御所 方 二 召サレ 候へ バ、 下民 

ノ娘 ニテハ 不都合 ュへ、 依 羅氏ノ 義女ト ナリ玉 フトナ 



ン。 実父 ハ当国 那賀郡 角 野 本郷今 西岸 寺ノ前 井上 道 益 

ト申ス 医者 ノ娘 也。 (下略)』 (石 見 八重 蘀)。 

岡熊臣 云。 『熟考る に、 初に 依 羅石見 国 高角 辺に 住 

し 人に て、 人 麻呂在 国の 間に 私通し、 人 麻 呂朝集 使に 

て 仮に 上京の 時には、 上の 二 首の 長歌 を 作 玉 ひ、 人 麻 

呂任 終て 永き 別の 帰京 なれば 此勿念 跡の 歌 をば 依羅の 

石 見に 残 居て 作なる べし。 然る を 人麻呂 京に 帰て 後、 

嫡妻 は 死れ ける 〔# 「死れ ける」 は 底本で は 「死 けれる 匕 

(任 国の 間 は 嫡妻の 京に 残 居し こと は 論な し) 故に 初 

石 見に て 通し 女 なれば、 依羅を 京へ 召 上せて 後妻と な 

したる が、 其 後 再度 人 麻呂石 見に 下りて 病死せ し 時 は、 



依羅又 京に 残留て 今日 今日と 我 待 君 はの 歌 をば 作し な 

るべ し』 (考 弁)。 つまり、 熊臣の 説で は 石 見 娘 子依羅 

娘 子 は 同一人で、 軽 娘 子と 羽 易 娘 子 を 二人と 看做す か 

ら、 三人 説と なる ので ある。 なほ 熊臣 は、 『さて 後依羅 

をば 娶リ 給へ るなる べし。 但し 依羅 も私聘 なりし や 其 

は 不可 弁と いへ ども、 再度 下向の 時 京に 残 居し 状 なれ 

ば、 後の 本妻に も ありぬべし。 任 国に 妻を携 ふること 

も ありし かど も、 大概 は 不携往 ことなり』 (考 弁) と 論 

じて ゐる。 

岡 田 正 美 氏 云。 『予按 ふに、 人 麿 嫡妻 前後 両人 あり 

しこと 論な し、 おも ひ 妻 は 二人なら ず、 土方 娘 子 を 数 



へ 入れて 三人なる べし。 (吾 住 坂の 歌よ みし 妻 は今算 

入せ ず)、 委しく は予が 先にの ベた るが ごとし。 さて 

おも ひ 人 は その 数 はいくたり とい ふこと を 数 ふべ くも 

あらず。 此説 古義に もい へり。 茲に第 九 歌集 中の 歌に、 

与 妻 歌 一 首。 雪 己 曾 波、 春 日 消 良 米、 心 佐閉、 消失 多 

列 夜、 言母不 往来。 妻 和歌 一 首。 松 反、 四 譬而有 八 毛、 

三 栗、 中上不 来、 麻 追 等 言 八方。 と あれ ども これ は、 

歌の さま をお も ふに 人 麿のと しもお も はれねば、 とら 

ず』。 これで 見る と 岡 田 氏 は 五 人 説 だが、 土方 娘 子 を 

おも ひめ 

も 入れて ゐ るので ある。 その他 妾 は 幾人 ゐ るか 分か 

らな いとい ふの だが、 これ も 一 つの 看 方で ある。 



関 谷 真 可禰氏 は、 四 人 説で、 第一 軽 娘 子、 第二 羽 易 

娘 子、 第三 依羅娘 子、 第 四 石 見 娘 子と なる ので ある。 

関 谷 氏 は 人 麿が 第一の 妻と 二十 九 歳で 結婚し、 四十 四 

歳で 第 四の 妻と 結婚した やうに 計算して 居る (人 麿 考)。 

樋 口 功 氏 云。 『石 見 娘 子と 依羅娘 子と を 同人と 見、 

軽 娘 子と 羽 易 娘 子と を 加えて 三人と 見る のが 先づ 最も 

穏当な 説かと 思 ふ。 石 見で 別れた 妻が 依羅と 同人 かと 

思 はれる こと は 既に 再三い つた』 (人 麿と 其 歌)。 これ 

は 三人 説で、 軽 娘 子と 羽 易 娘 子と を 別人と して 考 へて 

ゐる。 

山 田 孝 雄 氏 は、 人 麿 妻 死 之 後 泣 血哀慟 作歌の 処の軽 



娘 子、 羽 易 娘 子等 を 同 一 人と し、 『この 故に 余 はこれ は 

一 人の 妻の 死 を 傷める 一 回の 詠な りと 信ず』 (講義 巻 

第二) とい ひ、 また、 人 麿 死 時 妻 依 羅娘子 作歌 二 首の 

ところで、 『上京の 際 石 見 国に 置きた る 妻が 即ち 依羅 

娘 子なる べき こと は 否定す ベ からねば、 ここ も その 石 

見 国に この 依 羅娘子 は 在りし ならむ』 (講義 巻 第二) と 

いって ゐる。 つまり、 石 見 娘 子と 依羅娘 子が 同一人で、 

軽 娘 子. 羽 易 娘 子が 同一人と 見る から、 二人 説と なる 

ので ある。 
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